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一

は
じ
め
に

国
民
の
皆
さ
ん
、
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
、
菅
�
人
で
す
。
六
月
に
政
権
を
担
っ
て
四
か
月
、
九
月
に
民
主
党
の
代
表
に
再
選

さ
れ
、
党
と
内
閣
の
改
造
を
行
い
、
政
権
を
本
格
稼
働
さ
せ
る
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
「
有
言
実
行
内
閣
」
の
出
発
で
す
。
何

を
実
行
す
る
の
か
。
一
言
で
申
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
先
送
り
し
て
き
た
重
要
政
策
課
題
の
実
行
で
す
。
経
済
低
迷
が
二
十
年
続

き
、
失
業
率
が
増
加
し
、
自
殺
や
孤
独
死
が
増
え
、
少
子
高
齢
化
対
策
が
遅
れ
る
な
ど
、
社
会
の
閉
塞
感
が
深
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
閉
塞
感
に
包
ま
れ
た
日
本
社
会
の
現
状
に
対
し
て
、
ど
の
政
権
に
責
任
が
あ
っ
た
か
問
う
て
い
る
段
階
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
先
送
り
し
て
き
た
重
要
政
策
課
題
に
今
こ
そ
着
手
し
、
こ
れ
を
、
次
の
世
代
に
遺
さ
な
い
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
「
有
言
実
行
」
に
込
め
た
私
の
覚
悟
で
す
。
解
決
す
べ
き
重
要
政
策
課
題
は
、
「
経
済
成
長
」
、

「
財
政
健
全
化
」
、
「
社
会
保
障
改
革
」
の
一
体
的
実
現
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
「
地
域
主
権
改
革
の
推
進
」
、
そ
し
て
、
国

民
全
体
で
取
り
組
む
「
主
体
的
な
外
交
の
展
開
」
の
五
つ
で
す
。
本
日
は
、
こ
の
五
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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二

経
済
成
長
の
実
現－

経
済
対
策
と
新
成
長
戦
略
の
推
進

（
成
長
と
雇
用
に
よ
る
国
づ
く
り
）

ま
ず
最
初
の
課
題
は
、
経
済
成
長
で
す
。
国
内
消
費
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
需
要
が
不
足
す

る
中
、
供
給
側
が
い
く
ら
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
も
、
値
下
げ
競
争
に
な
る
ば
か
り
で
、
ま
す
ま
す
デ
フ
レ
が
進
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
景
気
は
回
復
し
ま
せ
ん
。
供
給
者
本
位
か
ら
消
費
者
目
線
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
消
費
も
投
資
も

力
強
さ
を
欠
く
今
、
経
済
の
歯
車
を
回
す
の
は
雇
用
で
す
。
政
府
が
先
頭
に
立
っ
て
雇
用
を
増
や
し
ま
す
。
医
療
・
介
護
・
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
環
境
分
野
。
需
要
の
あ
る
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
雇
用
を

増
や
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
国
民
全
体
の
雇
用
不
安
も
、
デ
フ
レ
圧
力
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
消
費
が
刺
激
さ
れ
、
所
得
も
増
え
ま

す
。
そ
の
結
果
、
需
要
が
回
復
し
、
経
済
が
活
性
化
す
れ
ば
、
さ
ら
に
雇
用
が
創
造
さ
れ
ま
す
。
失
業
や
不
安
定
な
雇
用
が
減

り
、
「
新
し
い
公
共
」
の
取
組
な
ど
も
通
じ
て
社
会
の
安
定
が
増
せ
ば
、
誰
も
が
「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
成
長
と
雇
用
に
重
点
を
置
い
た
国
づ
く
り
を
、
新
設
し
た
「
新
成
長
戦
略
実
現
会
議
」
で
強
力
に
推

進
し
ま
す
。

（
円
高
、
デ
フ
レ
状
況
に
対
す
る
緊
急
的
な
対
応－

第
一
段
階
）

そ
の
た
め
、
ま
ず
、
今
か
ら
来
年
度
に
向
け
て
「
三
段
構
え
」
で
成
長
と
雇
用
に
重
点
を
置
い
た
経
済
対
策
を
切
れ
目
な
く

二



推
進
し
ま
す
。
既
に
、
そ
の
「
第
一
段
階
」
、
急
激
な
円
高
・
デ
フ
レ
状
況
に
対
す
る
緊
急
的
な
対
応
を
実
行
に
移
し
て
い
ま

す
。
政
府
・
日
銀
は
、
為
替
介
入
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
必
要
に
応
じ
、
断
固
た
る
措
置
を
と
り
ま
す
。
ま
た
、
即
効

性
の
あ
る
雇
用
対
策
に
重
点
を
置
い
て
予
備
費
約
九
千
二
百
億
円
を
執
行
し
ま
す
。
特
に
、
新
卒
者
の
就
職
に
力
を
入
れ
ま

す
。
仕
事
を
探
す
側
、
雇
用
す
る
事
業
者
、
双
方
の
負
担
を
軽
減
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
雇
用
を
「
つ
な
ぐ
」
仕
組
み
を
全
国

展
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
低
炭
素
産
業
の
新
規
立
地
を
補
助
し
て
雇
用
を
「
守
る
」
取
組
や
、
地
域
の
雇
用
を
「
創
る
」
取
組

も
盛
り
込
み
ま
し
た
。
日
銀
に
対
し
て
は
、
政
府
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
デ
フ
レ
脱
却
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
必

要
な
政
策
対
応
を
と
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
た
機
動
的
な
対
応－

第
二
段
階
）

そ
し
て
、
デ
フ
レ
脱
却
、
景
気
回
復
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
今
国
会
で
の
補
正
予
算
の
編
成
を
含
む
「
第
二
段
階
」
に
入

り
ま
す
。
中
身
が
重
要
で
す
。
野
党
か
ら
の
提
言
も
踏
ま
え
、
五
つ
の
柱
か
ら
な
る
大
枠
を
提
示
し
ま
し
た
。
第
一
の
柱
が
雇

用
・
人
材
育
成
、
第
二
が
新
成
長
戦
略
の
推
進
、
第
三
が
子
育
て
や
医
療
・
介
護
・
福
祉
、
第
四
が
地
域
活
性
化
、
社
会
資
本

整
備
と
中
小
企
業
対
策
で
す
。
第
五
の
柱
と
し
て
、
規
制
・
制
度
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
例
え
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
拡
大
に
向
け
、
全
量
買
取
制
度
の
円
滑
な
導
入
を
目
指
す
と
と
も
に
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
や
新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備

に
係
る
規
制
を
緩
和
し
ま
す
。
日
本
を
国
際
医
療
交
流
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
ビ
ザ
や
在
留
資
格
の
取
扱
い
を
改
善
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
雇
用
創
出
効
果
の
大
き
い
国
内
立
地
促
進
策
を
、
新
設
し
た
円
卓
会
議
で
早
急
に
ま
と
め
ま
す
。
い
ず
れ
も
国
民
生

三



活
に
直
結
す
る
課
題
で
す
。
与
野
党
間
で
意
見
交
換
を
進
め
、
補
正
予
算
を
含
め
、
合
意
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
成
長
戦
略
の
本
格
実
施－

第
三
段
階
）

「
第
三
段
階
」
は
、
既
に
作
業
を
始
め
て
い
る
来
年
度
予
算
編
成
と
税
制
改
正
で
す
。
予
算
編
成
で
は
、
「
元
気
な
日
本
復

活
特
別
枠
」
も
活
用
し
、
需
要
創
造
や
雇
用
創
出
を
強
化
し
ま
す
。
法
人
課
税
に
つ
い
て
は
、
税
制
の
簡
素
化
、
海
外
と
比
較

し
た
負
担
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
年
内
に
見
直
し
案
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
も
の
づ
く
り
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
も
、
業
種

を
問
わ
ず
、
新
し
い
需
要
を
引
き
出
し
、
豊
か
で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
観
点
か
ら
研
究
開
発
や
人
材
育
成
も
強
化
し
ま
す
。

改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
。
今
国
会
の
最
大
の
課
題
は
、
「
第
二
段
階
」
で
あ
る
経
済
対
策
の
た
め
の
補
正
予
算
の
成
立
で

す
。
与
野
党
間
で
の
建
設
的
な
協
議
に
心
か
ら
期
待
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
切
れ
目
な
く
「
第
三
段
階
」
に
進
み
、
新
成
長

戦
略
の
前
倒
し
実
施
に
よ
り
、
日
本
経
済
を
本
格
的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
是
非
と
も
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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三

財
政
健
全
化
と
行
政
の
無
駄
削
減

（
財
政
運
営
戦
略
の
実
施
）

二
番
目
の
重
要
政
策
課
題
は
、
財
政
健
全
化
で
す
。
現
在
の
財
政
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
ど
こ
か
で
持
続
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
政
府
は
、
六
月
に
財
政
健
全
化
の
道
筋
を
示
し
た
「
財
政
運
営
戦
略
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
度
ま
で
に
、
基

礎
的
財
政
収
支
の
赤
字
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
今
年
度
の
半
分
に
し
、
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
に
黒
字
化
を
達
成
す
る
も
の
で
す
。
大

変
高
い
目
標
で
す
が
、
成
長
と
雇
用
拡
大
を
実
現
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

（
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
）

最
初
の
一
歩
が
、
無
駄
の
徹
底
し
た
削
減
を
含
む
来
年
度
予
算
の
編
成
で
す
。
昨
年
は
、
四
百
四
十
九
の
事
業
を
仕
分
け

し
、
約
二
兆
円
の
財
源
確
保
を
実
現
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
強
力
に
無
駄
の
削
減
を
徹
底
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
財
政
が
如

何
な
る
状
況
に
あ
ろ
う
と
、
無
駄
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
事
業
仕
分
け
を
特
別
会
計
に
広
げ
る
な
ど
、
幅
広
く
事
業
を
見
直
し
ま

す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
は
、
引
き
続
き
誠
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
財
源
の
制
約
な
ど
で
実
現
が
困
難
な
場
合
は
、
国
民
に

率
直
に
説
明
し
、
支
給
の
方
法
や
対
象
を
含
め
、
国
民
が
納
得
で
き
る
施
策
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

五



（
行
政
改
革
、
公
務
員
制
度
改
革
の
推
進
）

歳
出
見
直
し
は
、
単
に
切
り
詰
め
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
が
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
よ
り
効
率
的
に
奉
仕
す
る
体
制
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
公
務
員
制
度
改
革
も
、
こ
の
目
標
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
国

家
公
務
員
の
総
人
件
費
の
二
割
削
減
と
併
せ
、
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
の
出
先
機
関
の
統
廃
合
を
含

め
、
各
府
省
の
機
構
や
定
員
を
ス
リ
ム
に
し
ま
す
。
公
務
員
諸
君
に
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
の
皆
さ
ん

の
心
構
え
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

四

社
会
保
障
改
革

（
改
革
の
必
要
性
）

三
番
目
の
重
要
政
策
課
題
は
、
社
会
保
障
改
革
で
す
。
社
会
保
障
制
度
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
、
国
民
の
将
来
に
対
す
る

不
安
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
こ
の
不
安
が
、
消
費
の
低
迷
、
経
済
の
停
滞
の
背
景
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
革
を
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
般
論
と
し
て
、
多
少
の
負
担
を
し
て
も
安
心
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
負
担
は
で
き
る
限
り
少
な
く
し
て
、
個
人
の
自
己
責
任
に
多
く
を
任
せ
る
の
か
、
大
き
く
二
つ
の
道
が
あ
り
ま
す
。
私

は
、
多
少
の
負
担
を
お
願
い
し
て
も
安
心
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
求
め
る
社
会
保
障
の
姿
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
ま
す
。
安
定
し
た
年
金
制
度
や
、
十
分
な
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
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ビ
ス
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、
今
の
ま
ま
で
も
、
社
会
保
障
費
は
毎
年
一
兆
円
以
上

増
加
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
生
じ
て
い
ま
す
。
孤
立
し
た
お
年
寄
り
を
守
る
、
女
性
を
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
か
ら
守
る
、
子
ど
も
を
貧
困
や
虐
待
か
ら
守
る
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
自
殺
や
災
害
か
ら
守
る
。
強
者
の
論
理
で
は
な
く
、

弱
者
に
寄
り
添
い
、
こ
う
し
た
課
題
に
も
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
の
基
盤
と
な
る
番
号
制
度
を
ど
う
整
備
す

る
か
決
め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
個
々
の
課
題
に
ば
ら
ば
ら
に
答
え
を
出
し
て
も
根
本
的
な
解
決
策
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
政
府

は
、
社
会
保
障
改
革
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
・
内
容
を
含
め
、
国
民
に
、
わ
か
り
や
す
い
選

択
肢
を
提
示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
与
野
党
間
の
議
論
）

そ
の
上
で
、
国
民
の
選
択
に
当
た
り
、
社
会
保
障
に
必
要
な
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か
一
体
的
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
消
費
税
を
含
め
、
税
制
全
体
の
議
論
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
論
を
得
て
実
施
す
る
際
は
、
国
民
に
信
を
問
う
。
こ

の
方
針
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
与
野
党
を
超
え
た
議
論
が
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
に
向
け
、
政
府
・
与
党
で
社
会
保
障
改

革
の
全
体
像
を
検
討
す
る
場
を
設
け
、
野
党
の
皆
さ
ん
と
も
意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
も
、
引
き
続
き
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ど
の
子
ど
も
も
、
こ
の
国
の
将
来
を
担
う
宝
で
す
。

七



家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
、
さ
ら
に
は
国
で
、
大
切
に
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
校
の
授
業
料
実
質
無
償
化
を
着
実
に

実
施
し
、
子
ど
も
手
当
は
、
現
金
給
付
と
保
育
所
の
整
備
な
ど
の
現
物
支
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
拡
充
す
る
方
針
で
す
。
幼

保
一
体
化
を
含
む
法
案
を
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
準
備
を
進
め
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
下
で
、
労
働
力
人
口
が
減
少
し

始
め
て
い
ま
す
。
待
機
児
童
の
解
消
を
急
ぎ
、
働
く
女
性
を
応
援
し
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

五

地
域
主
権
改
革
の
推
進

以
上
の
三
つ
の
重
要
政
策
課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
主
権
改
革
の
推
進
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
地
域
が
主
役
と
な
っ

て
、
特
色
あ
る
産
業
振
興
や
、
住
民
の
要
望
に
応
じ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
我
々
の
世
代
で
確
た
る
道
筋

を
つ
け
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
実
感
の
あ
る
変
化
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
壁
を
打
ち
破
る
た
め
、
ま
ず
、
「
ひ
も
つ

き
補
助
金
」
の
一
括
交
付
金
化
に
着
手
し
ま
す
。
来
年
度
予
算
で
は
、
各
府
省
の
枠
を
超
え
て
投
資
的
資
金
を
集
め
、
自
由
度

の
高
い
交
付
金
に
再
編
し
ま
す
。
地
域
で
、
霞
が
関
の
発
想
に
縛
ら
れ
な
い
、
独
自
の
モ
デ
ル
を
構
想
し
て
く
だ
さ
い
。
国
の

出
先
機
関
が
扱
う
事
務
・
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
が
検
討
結
果
を
八
月
末
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
不
十
分
で
あ
り
、

や
り
直
し
を
指
示
し
ま
し
た
。
横
断
的
な
移
譲
の
指
針
を
示
し
、
年
内
を
目
標
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

八



六

国
を
開
き
未
来
を
拓
く
主
体
的
な
外
交
の
展
開

（
「
歴
史
の
分
水
嶺
」
に
お
け
る
外
交
）

五
番
目
の
重
要
政
策
課
題
は
、
主
体
的
な
外
交
の
展
開
で
す
。
今
日
の
国
際
社
会
は
、
安
全
保
障
面
で
も
経
済
面
等
で
も

「
歴
史
の
分
水
嶺
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
新
興
国
の
台
頭
で
、
世
界
の
力
関
係
も
変
貌
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
我
が
国
周
辺
地
域
に
存
在
す
る
不
確
実
性
・
不
安
定
性
は
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
の
下
、

天
然
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
市
場
を
海
外
に
依
存
す
る
我
が
国
は
、
如
何
に
し
て
平
和
と
繁
栄
を
確
保
す
る
の
か
。
受
動
的
に

対
応
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
国
民
全
体
で
考
え
る
主
体
的
で
能
動
的

な
外
交
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
国
を
思
い
切
っ
て
開
き
、
世
界
の
活
力
を
積
極
的
に
取
り
込
む

と
と
も
に
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、
先
頭
に
立
っ
て
貢
献
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
防
衛
計
画
の
大
綱
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
真
に
役
に
立
つ
実
効
的
な
防
衛
力
を
整
備
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
本
年
中
に
策
定
し
ま
す
。

（
日
米
同
盟
）

日
米
同
盟
は
、
我
が
国
の
外
交
・
安
全
保
障
の
基
軸
で
す
。
先
日
の
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
会
談
で
も
、
日
米
同
盟
が
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
安
定
と
繁
栄
の
た
め
の
共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日
米
同
盟
を
二
十
一
世
紀
に

九



ふ
さ
わ
し
い
形
で
、
安
全
保
障
、
経
済
、
文
化
・
人
材
交
流
の
三
本
柱
で
さ
ら
に
深
化
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
支
援
、
イ
ラ
ン
の
核
問
題
、
気
候
変
動
、
核
軍
縮
・
核
不
拡
散
な
ど
、
国
際

社
会
が
直
面
す
る
課
題
へ
も
日
米
が
協
力
し
て
対
処
す
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
十
一
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
際
に
予
定
さ
れ
て

い
る
日
米
首
脳
会
談
で
は
、
さ
ら
に
日
米
同
盟
深
化
の
た
め
の
具
体
策
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に

つ
い
て
は
、
本
年
五
月
の
日
米
合
意
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
と
同
時
に
、
沖
縄
に
集
中
し
た
負
担
の
軽
減
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
沖
縄
の
方
々
の
ご
理
解
を
求
め
、
誠
心
誠
意
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
日
中
関
係
）

日
中
両
国
は
、
一
衣
帯
水
の
お
互
い
に
重
要
な
隣
国
で
あ
り
、
両
国
の
関
係
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
、
ひ
い
て
は
世
界
に

と
っ
て
も
重
要
な
関
係
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
中
国
の
台
頭
に
つ
い
て
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
透
明
性
を

欠
い
た
国
防
力
の
強
化
や
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
東
シ
ナ
海
に
至
る
海
洋
活
動
の
活
発
化
に
は
懸
念
を
有
し
て
い
ま
す
。
尖
閣
諸
島

は
、
歴
史
的
に
も
国
際
法
的
に
も
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
領
土
問
題
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
先
般
の
事
件
は
、
我
が
国
の

国
内
法
に
則
り
粛
々
と
処
理
し
た
も
の
で
す
。
中
国
に
は
、
国
際
社
会
の
責
任
あ
る
一
員
と
し
て
、
適
切
な
役
割
と
言
動
を
期

待
し
ま
す
。
日
中
両
国
間
に
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
隣
国
同
士
と
し
て
冷
静
に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
日
中
関
係
全
般
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
繁
栄
、
経
済
分
野
で
の
協
力
関
係
の
進
展
を
含
め
、
大
局

的
観
点
か
ら
戦
略
的
互
恵
関
係
を
深
め
る
日
中
双
方
の
努
力
が
不
可
欠
で
す
。

一
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（
東
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
と
繁
栄
に
向
け
て
）

こ
の
秋
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
重
要
な
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
物
多
様
性
条
約
に
関
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
��
で
は
、
議

長
国
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
私
が
議
長
を
務
め
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
は
、
米
国
、
韓
国
、
中

国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
豪
州
、
ロ
シ
ア
等
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
成
長
と
繁
栄
を
共
有
す
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
架
け
橋
と

し
て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
重
要
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
交
渉
等
へ
の
参
加
を
検
討

し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
の
実
現
を
見
据
え
、
国
を
開
き
、
具
体
的

な
交
渉
を
一
歩
で
も
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
拉
致
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
と
い
っ
た
諸
懸
案
の
包
括
的
解
決
を
図
り
、
日
朝
平
壌
宣
言
に
基
づ
き
、
不

幸
な
過
去
を
清
算
し
、
国
交
正
常
化
を
追
求
し
ま
す
。
拉
致
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
拉
致
被
害

者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
な
お
、
北
朝
鮮
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

七

政
治
改
革
と
議
員
定
数
削
減

以
上
の
課
題
に
臨
む
我
々
国
会
議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
言
述
べ
ま
す
。
カ
ネ
の
か
か
ら
な
い
ク
リ
ー
ン
な
政
治
の
実

一
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現
。
国
民
の
強
い
要
望
で
す
。
私
自
身
の
政
治
活
動
の
原
点
で
す
。
民
主
党
は
、
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
、
国
会
議
員
の
定

数
削
減
に
つ
い
て
党
内
で
徹
底
的
に
議
論
し
、
年
内
に
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
与
野
党
間
で
協
議

し
、
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

八

結
び

本
日
、
国
会
が
召
集
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
が
現
在
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、
次
の
世
代
に
先
送
り
し
な
い
責
任
を
、
国
会
議

員
が
協
力
し
て
果
た
せ
る
か
。
国
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
国
会
が
試
金
石
と
な
り
ま
す
。
郵
政
改
革
法

案
、
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
法
案
な
ど
の
審
議
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
は
、
今
回

の
国
会
が
、
具
体
的
な
政
策
を
つ
く
り
上
げ
る
「
政
策
の
国
会
」
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
議
論
を
深
め

る
「
熟
議
の
国
会
」
に
し
て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。
結
論
を
出
す
国
会
に
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
こ
の
場
に
い
る
我
々
を
隔

て
る
も
の
は
、
ど
こ
に
座
っ
て
い
る
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野
党
の
皆
さ
ん
に
も
真
摯
に
説
明
を
尽
く
し
、
こ
の
国
の
将
来
を

真
剣
に
考
え
る
方
々
と
、
誠
実
に
議
論
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
何
と
か
合
意
で
き
な
い
か
知
恵
を
絞
り
ま
す
。
国
民
に
選

ば
れ
た
国
会
議
員
が
全
力
を
尽
く
し
、
こ
の
国
の
政
治
を
築
い
て
い
く
。
真
の
国
民
主
権
の
政
治
に
向
け
、
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

一
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